
難病 FIP（猫伝染性腹膜炎）みろくちゃん経過報告① 

    

入院時 2023.11 目の疾患ぶどう膜炎で右目白濁   治療開始から 106 日目 2024.3.1 経過良好  

あいねこの保護猫みろくちゃんは FIP （猫伝染性腹膜炎）に感染発症し、84日間の投薬を終え 

106日目第 1回経過観察検査をしました。 

血液検査では投薬が終わって炎症数値が上がっていないか確認しましたが、数値も低く安定しています。 

超音波検査も異常は無く、順調に回復に向かっています。次回 5月に再度検査を予定しています。 

避妊手術もできるほど回復したので様子をみて手術予定です。今後ともご支援宜しくお願い致します。 

 
募金・支援金口座 

☆ゆうちょ銀行 記号 10550 番号 96499471 

口座名義 あいねこ 

☆他の金融機関からのお振込み 

店名 ０五八（読み ゼロゴハチ）  店番 058  

預金種目 普通預金  口座番号 9649947 

野田市市民活動支援センター登録団体 あいねこ       

 

 



難病 FIP （猫伝染性腹膜炎）と戦うみろくちゃんを救いたい！！ 

    
保護時のみろく 2023.6        発症時のみろく 2023.11 

あいねこの保護猫みろくちゃんは FIP （猫伝染性腹膜炎）に感染発症し、現在投薬治療を行なっています。 

この感染症の恐ろしいところはかなり進行が早く、早ければ 2週間ほどで命を落としてしまうこともあります。 

みろくちゃんと初めて出会った 2023.6月 

母猫が事故に遭い亡くなり会社の敷地内に 3匹子猫が弱って残っていると連絡を受け、スタッフが駆けつけました。        

一番小さな子猫は別の団体さんが引き取り、残った 2匹をあいねこが保護しました。 

名前を弥勒菩薩からみろくちゃん   阿修羅観音からあしゅらちゃん  2匹とも元気に育ち、 

あしゅらちゃんは里親様が見つかり、みろくちゃんもトライアルを控えていた時 

預かりさんがみろくちゃんのわずかな体の不調を発見し、すぐに病院へ連れて行き血液検査の数値から 

FIPの疑いがあり、正確な検査結果待たずに入院と投薬治療を開始。検査の結果もやはり FIP ドライタイプで投薬を早く開始したの

で、投薬 2週間で食欲も出てきたので退院し、投薬期間は 12週間なので残り 10週間投薬治療をしなくてはいけません。    

ただ FIPの治療薬はとても高額で入院 2週間で入院費、薬代そして 3週間の薬代、フード代で現在約¥240,000費用がかかり、

残り 5週間の薬代も最低¥140,000育ち盛りなので体重が増えれば薬の量も増えるので費用もかかります。 

どうにかみろくちゃんの命を救いたい!! 

皆様に募金やご寄付のご協力お願い出来れば幸いです。 

目標金額¥400,000円を目指して頑張ります。ご賛同頂ける方は SNSで情報の拡散宜しくお願い致します。 

毎月第三日曜日の譲渡会でも募金箱を設置しますのでご協力の程宜しくお願い致します。 

募金・支援金口座 

☆ゆうちょ銀行 記号 10550 番号 96499471 

口座名義 あいねこ 

☆他の金融機関からのお振込み 

店名 ０五八（読み ゼロゴハチ）  店番 058  

預金種目 普通預金  口座番号 9649947 

野田市市民活動支援センター登録団体 あいねこ       

 



 

    

 

          

入院時 2023.11 目の疾患ぶどう膜炎で右目白濁  退院時 2023.12 右目白濁残りますが食欲でてきました！ 

無事寛解し、みろくちゃんに素敵な家族に出会えるように応援宜しくお願いします 
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